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Abstract
An ovigerous female and a male of the cymothoid 

isopod Mothocya sajori Bruce, 1986 were collected 
each from left and right branchial cavities of one of the 
five Japanese halfbeak, Hyporhamphus sajori (Tem-
minck and Schlegel, 1846), purchased in the fresh fish 
section of a supermarket in Shizuoka City, Shizuoka 
Prefecture, central Japan. The fish were commercially 
caught in coastal Pacific waters of Chiba Prefecture, 
central Japan. The female and the male of M. sajori 
collected are briefly described. The female caused a 
deep dent on the wall of the branchial cavity. In Japan, 
Mothocya parvostis Bruce, 1986 has been reported 
from the branchial cavity of Japanese halfbeak and is 
known to closely resemble M. sajori. A taxonomic is-
sue in identification of these cymothoids is discussed 
by reviewing the literature on the two species.

はじめに
サヨリヤドリムシ Mothocya sajori Bruce, 1986

はウオノエ科属等脚類の 1種で，わが国周辺海域

に生息するサヨリ Hyporhamphus sajori (Temminck 

and Schlegel, 1846) の鰓腔に寄生する（Bruce, 

1986； 布 村，1995； 山 内 ほ か，2004； 山 内，

2016）．この寄生虫は，魚市場に搬入されたサヨ

リに付いていることが古くから知られ（平岩，

1934；Inouye, 1941；Bruce, 1986；東京都市場衛

生検査所，1990），書籍等でも水産食品の寄生虫

として紹介されてきた（市原，1983, 1989；影井，

2000）．最近，筆者らは静岡市内のスーパーマー

ケットで購入したサヨリからサヨリヤドリムシを

採集し，その形態と寄生部位に関する観察を行っ

たので報告する．

日本のサヨリには，サヨリヤドリムシと同属

のサヨリノオジャマムシMothocya parvostis Bruce, 

1986の寄生も報告されている（例えば Bruce, 

1986；Kawanishi et al., 2016；山内・柏尾，2018；

Nagasawa, 2020）．ただ，サヨリノオジャマムシ

に関する論文の多くが外国語で書かれてきたた

め，この種の存在は一般にはほとんど知られてい

ない．最近，サヨリノオジャマムシに関する知見

が整理されたが，同様に英文で出版されたもので

あった（Nagasawa, 2020）．サヨリヤドリムシと

サヨリノオジャマムシの形態は極めて似ており

（Bruce, 1986；Nagasawa, 2020），両種を識別する

際に重要な抱卵雌の体長は変異性に富むことが指

摘されている（山内ほか，2004；Kawanishi et al., 

2016）．こうした背景から，本論文ではサヨリヤ

ドリムシと近縁種に関する過去の研究を概観し，

サヨリヤドリムシとサヨリノオジャマムシの分類

学的な問題についても言及する．

スーパーマーケットで購入したサヨリから得た
サヨリヤドリムシMothocya sajoriの記録

並びに本種とサヨリノオジャマムシMothocya parvostisの
分類に関するメモ
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材料と方法
2020年 4月 25日，静岡市内のスーパーマーケッ

トで生鮮サヨリを購入した．サヨリは，プラスチッ

クトレイ上に 5尾がラップ包装された状態で冷所

販売されていた（Fig. 1A）．このトレイに付され

ていた商品ラベルには「千葉県」と印字されてお

り，サヨリは千葉県沿岸で漁獲されたと判断され

た．

購入したサヨリ 5尾を第二筆者の自宅に運び

調理をしようとした際，鰓腔に甲殻類の寄生が見

られたため，サヨリを冷凍保存した．後日，サヨ

リを水族寄生虫研究室で解凍後，種を確認すると

ともに，全長（TL, mm）を測定し，寄生虫検査

に供した．鰓腔に寄生していた甲殻類を，実体顕

微鏡（Olympus SZX10）下でピンセットを用いて

慎重に摘出し 70%エタノール液で固定した．こ

の甲殻類標本を実体顕微鏡を用いて観察した．標

本は，茨城県つくば市にある国立科学博物館筑波

研究施設の甲殻類コレクションに収蔵されている

（NSMT-Cr）．本論文で述べる魚類の和名と学名は

本村（2020），ウオノエ科等脚類の形態学用語は

下村・布村（2010）に従う．

結果と考察
サヨリヤドリムシ

Mothocya sajori Bruce, 1986

（Figs. 1–2）

標本　抱卵雌 1個体，体長 20.1 mm，体幅 9.1 

mm；雄 1個体，体長 10.6 mm，体幅 4.1 mm，静

岡市清水区にあるスーパーマーケットで購入した

サヨリ Hyporhamphus sajoriの鰓腔，2020年 4月

25日，採集者：長澤和也（NSMT-Cr 28182）．

雌　体は僅かに不相称，背面は僅かに盛り上

がる．宿主の左鰓腔に寄生していた本個体では，

鰓腔底縁に沿うように（Fig. 1B），左側縁が円弧

状に湾曲し，右側縁はほぼ直線状．体長は最大体

幅の 2.2倍．頭部前縁はごく僅かに尖る．複眼は

やや大きく，頭部幅の 0.4倍．右側縁の胸節底板

の幅は狭く，第 7胸節の底板は当該節後縁を少し

超える．第 1胸節前縁は少し窪み，前側縁は複眼

後端に達しない．第 2–6胸節後縁は平滑で，両側

で少し曲がる．第 7胸節後縁は深く湾入する．第

4胸節が最も幅広い．第 1腹節の両側部は第 7胸

節に覆われ，僅かに中央部が見える．第 2腹節の

一部も第 7胸節に覆われる．第 5腹節が最も幅広

い．腹尾節は半円状，長さは前縁幅の 0.6倍．尾

肢原節は外肢長の0.6倍．外肢長は内肢長の1.4倍，

外肢・内肢ともに指状で，後端は丸く，剛毛を欠

く．液浸標本の体色は淡黄白色で，茶褐色の小点

が体背面と覆卵葉表面に散在する．

雄　体は相称，長さは最大体幅の 2.6倍．第 3

胸節が最も幅広い．腹尾節は楯状で，後縁は丸い．

尾肢後端は腹尾節後縁を超える．外肢長は内肢長

の 1.6倍，外肢と内肢の後端は丸く，剛毛を欠く．

液浸標本の体表背面には茶褐色の小点が密に分布

する．小点は胸肢背面にも散在する．

寄生状況　購入したサヨリ 5尾（253–273［平均：

263］mm TL）のうち，1尾（271 mm TL）の左右

鰓腔に抱卵雌 1個体と雄 1個体がそれぞれ寄生し

ていた（Fig. 1B–C）．

抱卵雌は，頭部を前方に向け，背面を鰓蓋内側，

腹面を鰓腔壁に向けていた．宿主の第 1・2鰓が

成体雌の背側面を僅かに覆い（Fig. 1B），第 3・4

鰓は成体雌の体側面下にあった．抱卵雌は，鰓腔

のほぼ全空間を占め，育房が接していた鰓腔壁に

は深い窪み（長径 12 mm，短径 8 mm，深さ 6 

mm）が見られた（Fig. 1D）．第 3鰓の鰓葉はほ

とんどなかった．

雄は，第 3鰓に寄生し，頭部を前方に向け，背

面を鰓蓋内側に向けていた．宿主の第 1・2鰓が

雄の背側面を僅かに覆っていた（Fig. 1C）．第 3・

4鰓は雄の腹面下にあり，ともに鰓葉の一部が欠

損していた．

備考　今回採集した抱卵雌の形態的特徴，特

に第 7胸節後縁や胸節底板，腹尾節，尾肢の形態

が Bruce（1986）に記載したサヨリヤドリムシ

Mothocya sajoriにほぼ一致したことから，この種

に同定した．本種は，日本産サヨリから採集され

た標本をもとに Bruce（1986）が新種記載したも

のである．本論文は，原記載に続いてサヨリヤド

リムシの形態を報じた第 2報となる．
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サヨリヤドリムシは，サヨリノオジャマムシ

と形態が著しく似るが，両種は抱卵雌の体長（サ

ヨリヤドリムシでは 20.5–27.5 mm；サヨリノオ

ジャマムシでは 11.0–15.0 mm）と第 7胸節後縁の

形態（前者では湾入が深く，後者では浅い）など

の違いによって識別される（Bruce, 1986）．今回

得られた抱卵雌は，原記載で示された値よりも小

さかった（20.1 mm）がその差は僅かであり，第

Fig. 1. Japanese halfbeak, Hyporhamphus sajori, infected by an ovigerous female and a male of Mothocya sajori, respectively, in the left and 
right branchial chambers. Fresh specimens. One of the five fish purchased at a supermarket in Shizuoka City, Shizuoka Prefecture on 25 
April 2020 was infected. A, five individuals of Japanese halfbeak purchased; B, an ovigerous female (20.1 mm BL) in the left branchial 
cavity; C, a male (10.6 mm BL) in the right branchial cavity; D, a deep dent (arrow, 12 mm wide, 8 mm long, 6 mm deep) on the wall of 
the branchial cavity. Scale bars: A, 50 mm; B–D, 10 mm.

Fig. 2. Mothocya sajori, female (20.1 mm BL) and male (10.6 mm BL), NSMT-Cr 28182, from a Japanese halfbeak, Hyporhamphus sajori. 
Ethanol-preserved specimens. A, female, habitus, dorsal view; B, female, habitus, lateral view; C, female, cephalon, dorsal view; D, male, 
habitus, dorsal view. Scale bars: A, B, 5 mm; C, 1 mm; D, 4 mm.
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7節後縁の形態はサヨリヤドリムシに一致した．

サヨリヤドリムシは，サヨリの鰓腔に寄生す

る．今回，左鰓腔に寄生していた抱卵雌の左体側

が湾曲していた．この湾曲部位は寄生部位によっ

て異なり，右鰓腔に寄生した雌では右体側が湾曲

することが知られている（平岩，1934；椎野，

1965；布村，1995）．なお，サヨリヤドリムシの

寄生部位を「口腔」と記した例（椎野，1951, 

1964）があるが，正しくは鰓腔である．

関連して，最近，Nagasawa（2020）は瀬戸内

海産サヨリ 2尾からサヨリノオジャマムシ雌雄各

2個体を見出し，雌は右鰓腔，雄は左鰓腔に寄生

していたと報告した．しかし，寄生部位の情報に

誤りがあった．実際には，雌は左鰓腔，雄は右鰓

腔に寄生していた．これは，雌 2個体とも左体側

が湾曲していたことからも明らかである．

サヨリヤドリムシが宿主のサヨリに与える影

響について，服部・関（1956）は「宿主の鰓は虫

体のため強く圧迫され鰓の発育は著しく阻害され

ている」と述べており，本研究でも似た鰓の損傷

が観察された．ただ，服部・関（1956）は，被寄

生魚の肥満度が常に低くなかったことも観察して

おり，このことを考慮すれば，宿主に及ぼすサヨ

リヤドリムシの影響はそれほど強くはないかも知

れない．今回，抱卵雌の育房が接していた鰓腔壁

には深い窪みが見られた（Fig. 1D）．この窪みは，

サヨリヤドリムシの育房の発達とともに鰓腔壁が

圧せられて形成されたと考えられる．

一般に，サヨリヤドリムシはサヨリに普通に

見られる寄生虫と思われているようであるが，実

際に寄生状況を報じた論文は 1編しかない．それ

は上記の服部・関（1956）で，1953年に東京湾

と相模湾の 4箇所で採集したサヨリ 251尾のうち

141尾（56.2%）に寄生が見られ，各所の寄生率

は 48.9–70.2%であった．関連して，サヨリヤド

リムシに近縁のサヨリノオジャマムシの寄生状況

が 2011年と 2012年に瀬戸内海と日本海南部の 4

箇所で調べられ，各所の寄生率は 41.6–74.4%で

あった（Kawanishi et al., 2016）．

 

サヨリヤドリムシと近縁種に関する研究の概要

上記のようにサヨリヤドリムシは 1986年に新

種として記載されたが，日本産サヨリに寄生する

ウオノエ類は 1930年代から知られ，当初，その

学名として Irona melanostictaが用いられた（平岩，

1934）．Irona melanosticta は，Schioedte and 

Meinert（1884）が日本とサンドイッチ諸島から

得た標本をもとに記載した種であり，Thielemann

（1910）は岡山産ダツ科魚類の 1種（Belone sp.）

と横浜産不明魚種から見出している．

サヨリの鰓腔に寄生していたウオノエ類を

Irona melanostictaに最初に同定したのは平岩

（1934）である．彼は，広島市近海のサヨリの鰓

腔から標本を得て Irona melanostictaとし，サヨリ

ヤドリムシの和名を与えた．Inouye（1941）も広

島県，岡山県，韓国産サヨリの鰓腔から Irona 

melanostictaを採集し，その雌雄性と生活史に関

する研究を行った．その後，Bruce（1986）によっ

て Mothocya sajoriが記載されるまで，わが国の

サヨリに寄生するウオノエ類は「サヨリヤドリム

シ Irona melanosticta」として報告されてきた（椎

野，1951；小川，1952；服部・関，1956）．また，

書籍等でも「サヨリヤドリムシ Irona melano-

sticta」の和名と学名を用いて記述が行われた（椎

野，1964, 1965, 1969, 1979；内田，1972）．ただし，

例外的に，Nunomura（1981）は新潟県佐渡島産

サヨリから得たウオノエ類に Irona melanostictaと

同属未同定種 Irona sp.を認めた．佐渡島からは

Honma and Kitami（1979）も「サヨリヤドリムシ

Irona melanosticta」を報告した．

1980年代前半には，サヨリ以外の魚類の鰓腔

に寄生したウオノエ類にも，「サヨリヤドリムシ

Irona melanosticta」，あるいは単に「サヨリヤドリ

ムシ」の名前が用いられた（畑井・安元，1980, 

1981, 1982a, b［宿主はブリ Seriola quinqueradiata 

Temminck and Schlegel, 1845，メジナ Girella punc-

tata Gray, 1835，マサバ Scomber japonicus Hout-

tuyn, 1782；実験宿主としてイシダイ Oplegnathus 

fasciatus (Temminck and Schlegel, 1844)，クロダイ

Acanthopagrus schlegelii (Bleeker, 1854)］； 和 田，

1982［サンマ Cololabis saira (Brevoort, 1856)］；関
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野，1984［メジナ，サヨリ，クロダイ，コトヒキ

Terapon jarbua (Forsskål, 1775)， チ ダ イ Evynnis 

tumifrons (Temminck and Schlegel, 1843)］； 長 澤，

1984［サンマ］）．これらの記録のなかで，養殖ブ

リ稚魚に寄生した例は魚病分野で注目され，書籍

等で紹介された（畑井，1981, 1989, 2006；畑井ほ

か，2007）．また，ロシア人科学者によって日本

海産サンマから Iroha [sic] melanosticta japonensis 

Avdeev and Avdeev, 1974が記載された（この種は

近年，Mothocya sp.とされている：Hadfield et al., 

2015）．

1980年代後半，Bruce（1986）は世界各地から

集めた標本に基づくエラヌシ Mothocya属ウオノ

エ類の分類学的研究の成果を発表した．彼は，

Irona melanostictaはトビウオ類の寄生虫であり

Mothocya melanostictaとして示すとともに，サヨ

リ，ブリ，メジナからの標本を用いて Mothocya 

parvostis，またサヨリからの標本を用いて

Mothocya sajoriの 2新種を記載した．そして，

Schioedte and Meinert（1884）， 平 岩（1934），

Inouye（1941），椎野（1951, 1965），服部・関（1956），

Nunomura（1981）が Irona melanostictaとした種

は Mothocya sajori であり，畑井・安元（1980, 

1981, 1982a, b）と Nunomura（1981）がそれぞれ

Irona melanostictaと Irona sp.とした種はMothocya 

parvostisであるとした．また，Thielemann（1910）

が横浜産不明魚種と岡山産ダツ科魚類の 1種から

得た Irona melanostictaをそれぞれ Mothocya sajori

と Mothocya sp.とした．後年，Mothocya sajoriと

Mothocya parvostisのそれぞれに，サヨリヤドリ

ムシ（布村，1995）とサヨリノオジャマムシ

（Nagasawa, 2020）の和名が与えられた．

Bruce（1986）の論文以後，布村（1987）は岩

手県大槌湾と釜石市産サヨリから得た標本をそれ

ぞれサヨリヤドリムシ近似種とサヨリノオジャマ

ムシに同定した．布村（1995）は図鑑のなかでサ

ヨリヤドリムシを紹介した．また，山内ほか（2004）

は，瀬戸内海産ウオノエ科等脚類に関する知見を

整理した際，サヨリヤドリムシに関する詳細な解

説を書いた．北海道沿岸産サヨリヤドリムシの雌

の背面図が下村・布村（2010）によって示された．

Yamauchi and Nunomura（2010）は，富山湾産サ

ヨリからサヨリノオジャマムシを採集した．

齋藤ほか（2000）と布村（2011）は，それぞれ

が編集した等脚類に関する目録で，過去の出版情

報や富山市科学博物館の収蔵標本に関する情報を

サヨリヤドリムシとサヨリノオジャマムシに分け

て示した．その後，山内（2016）は，日本産ウオ

ノエ科等脚類に関する総説のなかで，エラヌシ属

に 5 種（Mothocya komatsui，M. melanosticta，M. 

parvostis，M. renardi，M. sajori）と複数の未同定

種種 Mothocya spp. を認め，各種の宿主と文献を

示した．彼は，この総説のなかで，小川（1952）

が報告した Irona melanostictaをサヨリヤドリムシ

として扱った．また，Inouye（1941）や服部・関

（1956），畑井・安元（1982a）が報告した Irona 

melanosticta を 単 に Mothocya sp. と す る な ど，

Bruce（1986）とは異なった種の扱いを行ったが，

その根拠を示さなかった．

上記のような文献に基づく情報整理に加えて，

2010年代後半から，西日本産サヨリに寄生する

サヨリノオジャマムシとサヨリヤドリムシに関す

る研究が行われた．Kawanishi et al.（2016）は岡山・

広島・愛媛・山口県産サヨリにおけるサヨリノオ

ジャマムシの感染状況とその寄生による宿主の肥

満度への影響を報告した．Hata et al.（2017）は，

愛媛県産サヨリからサヨリノオジャマムシを採集

した．山内・柏尾（2018）は大阪府，兵庫県，不

明地のサヨリからサヨリノオジャマムシ，また鹿

児島県産サヨリからサヨリヤドリムシを報告し

た．最近，Nagasawa（2020）は広島県産サヨリ

から得たサヨリノオジャマムシの形態を記載する

とともに，この種の宿主や地理的分布，病害性に

関する過去の知見を整理した．

以上を要約すると，わが国のサヨリの鰓腔に

寄生するウオノエ類は，1930年代から報告され，

1980年代半ばまで Irona melanostictaに同定され

ていた．この種は，1980年代前半に他魚種にも

寄生することが報告された．しかし，1986年に

Irona melanostictaはトビウオ類の寄生虫であるこ

とが明らかにされ，サヨリヤドリムシとサヨリノ

オジャマムシの 2種がサヨリの寄生虫として認め
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られることになった．

サヨリヤドリムシとサヨリノオジャマムシの分類

に関する問題点と今後の課題

上記のように，サヨリの鰓腔に寄生するウオ

ノエ類には，サヨリヤドリムシとサヨリノオジャ

マムシの 2種が存在し，それらは分類学的に有効

な種である．

しかし，実際にサヨリから採集したウオノエ

類標本を同定する際，両種に識別できないことも

少なくない．その原因は，両種の形態（体の湾曲

度や第 7胸節の湾入深度）に差があり，抱卵雌の

体長によって両種を容易に区別できるとした

Bruce（1986）の報告に合致しない個体があるか

らである．彼は，抱卵雌の体長はサヨリヤドリム

シで 20.5–27.5 mm，サヨリノオジャマムシで

11.0–15.0 mmと報告し，両種の体長範囲は重複せ

ず，大きな隔たりがあると述べた．しかし，例え

ば，平岩（1934）が広島市近郊のサヨリから得た

サヨリヤドリムシの個体別体長（22, 17, 16, 15, 

17, 17.5, 17, 16.5 mm）をみても，8個体中 6個体

は両種の体長範囲に合致しない．これは，Bruce

（1986）が示した基準が明らかに不十分であるこ

とを示している．

この問題を最初に指摘したのは山内ほか

（2004）である．彼らは Inouye（1941）を引用して，

両種の中間の体長を示す個体が存在することを述

べ，それら「中間の体長を示す個体には，体の湾

曲の度合い，および腹部の第 7胸節への湾入深度

にも中間的な特徴を示す個体が多くみられる」と

記した．そして，近年，山内ほか（2004）の記述

を支持する論文（Kawanishi et al., 2016）が出版さ

れた．この論文では，西日本産サヨリに寄生する

サヨリノオジャマムシの成体雌には Bruce（1986）

が示した体長範囲に合致しない個体（体長が 15 

mmを超えるが 20 mmより小さい個体）が含まれ，

体長（原著では全長）はサヨリの成長に従って増

加することが示された．

こうした状況を踏まえて，サヨリノオジャマ

ムシの形態を報告した Nagasawa（2020）は，今後，

サヨリから多くのウオノエ類標本を得て，抱卵雌

の体長とともに，体形や胸部底板，第 7胸節後縁

湾入深度の変異性を調べ，分類形質としての有用

性を検討する必要性を訴えた．サヨリは北海道か

ら九州の沿岸域に広く分布する魚種であり（辻・

貞方，2000；中坊，2018），ウオノエ類の寄生率

は高い（服部・関，1952；Kawanishi et al., 2016）．

幅広い体長範囲のサヨリを日本各地から得て，鰓

腔に寄生するウオノエ類の体長や形態の変異性を

詳細に調べ，サヨリヤドリムシとサヨリノオジャ

マムシの分類を再検討することが強く望まれる．
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